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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月23日(2019.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　空調装置に適用される冷凍サイクル装置であって、
　冷凍機油が混入された冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された冷媒の有する熱を熱源として空調対象空間へ送風される送風
空気を加熱する加熱部（１２、１２ａ、１２ｂ、２０）と、
　前記加熱部から流出した冷媒の気液を分離してサイクルの余剰冷媒を蓄える気液分離部
と、
　前記気液分離部から流出した高圧冷媒の流れを分岐する分岐部（１３ａ）と、
　前記分岐部の一方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（１５ａ）
と、
　前記冷却用減圧部にて減圧された冷媒を前記送風空気と熱交換させて蒸発させる冷却用
蒸発器（１６）と、
　前記分岐部の他方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる吸熱用減圧部（１５ｂ、
１５ｃ）と、
　前記吸熱用減圧部にて減圧された冷媒を熱源流体と熱交換させて蒸発させる吸熱用蒸発
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器（１８、１８ａ）と、
　前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させる冷媒回路と前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させな
い冷媒回路とを切り替える回路切替部（１４ａ、１４ｂ）と、を備え、
　前記吸熱用減圧部は、前記回路切替部が前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させない冷媒回
路に切り替えている際であって、かつ、予め定めた条件が成立している際に、前記吸熱用
蒸発器の出口側の吸熱用冷媒が気液二相状態となるように絞り開度を調整するものである
冷凍サイクル装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　空調装置に適用される冷凍サイクル装置であって、
　冷凍機油が混入された冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された冷媒の有する熱を熱源として空調対象空間へ送風される送風
空気を加熱する加熱部（１２…２０）と、
　前記加熱部から流出した冷媒の気液を分離してサイクルの余剰冷媒を蓄える気液分離部
と、
　前記気液分離部から流出した高圧冷媒の流れを分岐する分岐部（１３ａ）と、
　前記分岐部の一方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（１５ａ）
と、
　前記冷却用減圧部にて減圧された冷媒を前記送風空気と熱交換させて蒸発させる冷却用
蒸発器（１６）と、
　前記分岐部の他方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる吸熱用減圧部（１５ｂ、
１５ｃ）と、
　前記吸熱用減圧部にて減圧された冷媒を熱源流体と熱交換させて蒸発させる吸熱用蒸発
器（１８、１８ａ）と、
　前記高圧冷媒と前記吸熱用蒸発器から流出した低圧冷媒とを熱交換させる内部熱交換器
（１９）と、
　前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させる冷媒回路と前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させな
い冷媒回路とを切り替える回路切替部（１４ａ、１４ｂ）と、を備え、
　前記吸熱用減圧部は、前記回路切替部が前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させない冷媒回
路に切り替えている際であって、かつ、予め定めた条件が成立している際に、前記内部熱
交換器の出口側の前記低圧冷媒が気液二相状態となるように絞り開度を調整するものであ
る冷凍サイクル装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　空調装置に適用される冷凍サイクル装置であって、
　冷凍機油が混入された冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された冷媒の有する熱を熱源として空調対象空間へ送風される送風
空気を加熱する加熱部（１２…２０）と、
　前記加熱部から流出した冷媒の気液を分離してサイクルの余剰冷媒を蓄える気液分離部
と、
　前記気液分離部から流出した高圧冷媒の流れを分岐する分岐部（１３ａ）と、
　前記分岐部の一方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（１５ａ）
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と、
　前記冷却用減圧部にて減圧された冷媒を前記送風空気と熱交換させて蒸発させる冷却用
蒸発器（１６）と、
　前記分岐部の他方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる吸熱用減圧部（１５ｂ、
１５ｃ）と、
　前記吸熱用減圧部にて減圧された冷媒を熱源流体と熱交換させて蒸発させる吸熱用蒸発
器（１８、１８ａ）と、
　前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させる冷媒回路と前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させな
い冷媒回路とを切り替える回路切替部（１４ａ、１４ｂ）と、を備え、
　前記冷却用減圧部は、前記冷却用蒸発器の出口側の冷却用冷媒の冷却用温度（Ｔ１）の
変化に対応する前記冷却用冷媒の冷却用圧力（Ｐ１）の変化を示す線が、予め定めた冷却
用特性線（ＣＬ１）に近づくように、絞り開度を変化させるものであり、
　前記吸熱用減圧部は、前記吸熱用蒸発器の出口側の吸熱用冷媒の吸熱用温度（Ｔ２）の
変化に対応する前記吸熱用冷媒の吸熱用圧力（Ｐ２）の変化を示す線が、予め定めた吸熱
用特性線（ＣＬ２）を近づくように、絞り開度を変化させるものであり、
　前記冷却用特性線（ＣＬ１）および前記吸熱用特性線（ＣＬ２）は互いに異なっており
、
　さらに、前記冷却用温度（Ｔ１）および前記吸熱用温度（Ｔ２）が予め定めた基準温度
（ＫＴ２）より低くなっている範囲では、前記吸熱用圧力（Ｐ２）が前記冷却用圧力（Ｐ
１）および冷媒の飽和圧力よりも高くなっている冷凍サイクル装置。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　空調装置に適用される冷凍サイクル装置であって、
　冷凍機油が混入された冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、
　前記圧縮機から吐出された冷媒の有する熱を熱源として空調対象空間へ送風される送風
空気を加熱する加熱部（１２…２０）と、
　前記加熱部から流出した冷媒の気液を分離してサイクルの余剰冷媒を蓄える気液分離部
と、
　前記気液分離部から流出した高圧冷媒の流れを分岐する分岐部（１３ａ）と、
　前記分岐部の一方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（１５ａ）
と、
　前記冷却用減圧部にて減圧された冷媒を前記送風空気と熱交換させて蒸発させる冷却用
蒸発器（１６）と、
　前記分岐部の他方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる吸熱用減圧部（１５ｂ、
１５ｃ）と、
　前記吸熱用減圧部にて減圧された冷媒を熱源流体と熱交換させて蒸発させる吸熱用蒸発
器（１８、１８ａ）と、
　前記高圧冷媒と前記吸熱用蒸発器から流出した低圧冷媒とを熱交換させる内部熱交換器
（１９）と、
　前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させる冷媒回路と前記冷却用蒸発器へ冷媒を流入させな
い冷媒回路とを切り替える回路切替部（１４ａ、１４ｂ）と、を備え、
　前記冷却用減圧部は、前記冷却用蒸発器の出口側の冷却用冷媒の冷却用温度（Ｔ１）の
変化に対応する前記冷却用冷媒の冷却用圧力（Ｐ１）の変化を示す線が、予め定めた冷却
用特性線（ＣＬ１）に近づくように、絞り開度を変化させるものであり、
　前記吸熱用減圧部は、前記内部熱交換器の出口側の前記低圧冷媒の低圧側温度（Ｔ３）
の変化に対応する前記低圧冷媒の低圧側圧力（Ｐ３）に変化を示す線が、予め定めた低圧
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側特性線（ＣＬ３）に近づくように、絞り開度を変化させるものであり、
　前記冷却用特性線（ＣＬ１）および前記低圧側特性線（ＣＬ３）は互いに異なっており
、
　さらに、前記冷却用温度（Ｔ１）および前記低圧側温度（Ｔ３）が予め定めた基準温度
（ＫＴ３）より低くなっている範囲では、前記低圧側圧力（Ｐ３）が前記冷却用圧力（Ｐ
１）および冷媒の飽和圧力よりも高くなっている冷凍サイクル装置。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　前記加熱部は、前記圧縮機から吐出された冷媒の有する熱を高温側熱媒体回路（２０）
を循環する高温側熱媒体へ放熱させて前記高温側熱媒体を加熱する高温側水－冷媒熱交換
器（１２）を有し、
　前記高温側熱媒体回路には、前記高温側水－冷媒熱交換器にて加熱された前記高温側熱
媒体を熱源として前記送風空気を加熱するヒータコア（２２）が配置されている請求項１
ないし６のいずれか１つに記載の冷凍サイクル装置。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、空調装置に適用される冷凍サイク
ル装置であって、
　冷凍機油が混入された冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、圧縮機から吐出され
た冷媒の有する熱を熱源として空調対象空間へ送風される送風空気を加熱する加熱部（１
２、１２ａ、１２ｂ、２０）と、加熱部から流出した冷媒の気液を分離してサイクルの余
剰冷媒を蓄える気液分離部と、気液分離部から流出した高圧冷媒の流れを分岐する分岐部
（１３ａ）と、分岐部の一方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（
１５ａ）と、冷却用減圧部にて減圧された冷媒と送風空気と熱交換させて蒸発させる冷却
用蒸発器（１６）と、分岐部の他方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる吸熱用減
圧部（１５ｂ、１５ｃ）と、吸熱用減圧部にて減圧された冷媒を熱源流体と熱交換させて
蒸発させる吸熱用蒸発器（１８、１８ａ）と、冷却用蒸発器へ冷媒を流入させる冷媒回路
と冷却用蒸発器へ冷媒を流入させない冷媒回路とを切り替える回路切替部（１４ａ、１４
ｂ）と、を備え、
　吸熱用減圧部は、回路切替部が冷却用蒸発器へ冷媒を流入させない冷媒回路に切り替え
ている際であって、かつ、予め定めた条件が成立している際に、吸熱用蒸発器の出口側の
吸熱用冷媒が気液二相状態となるように絞り開度を調整する冷凍サイクル装置である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、請求項２に記載の発明では、空調装置に適用される冷凍サイクル装置であって、
　冷凍機油が混入された冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、圧縮機から吐出され
た冷媒の有する熱を熱源として空調対象空間へ送風される送風空気を加熱する加熱部（１
２、１２ａ、１２ｂ、２０）と、加熱部から流出した冷媒の気液を分離してサイクルの余
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剰冷媒を蓄える気液分離部と、気液分離部から流出した高圧冷媒の流れを分岐する分岐部
（１３ａ）と、分岐部の一方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（
１５ａ）と、冷却用減圧部にて減圧された冷媒を送風空気と熱交換させて蒸発させる冷却
用蒸発器（１６）と、分岐部の他方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる吸熱用減
圧部（１５ｂ、１５ｃ）と、吸熱用減圧部にて減圧された冷媒を熱源流体と熱交換させて
蒸発させる吸熱用蒸発器（１８、１８ａ）と、高圧冷媒と吸熱用蒸発器から流出した低圧
冷媒とを熱交換させる内部熱交換器（１９）と、冷却用蒸発器へ冷媒を流入させる冷媒回
路と冷却用蒸発器へ冷媒を流入させない冷媒回路とを切り替える回路切替部（１４ａ、１
４ｂ）と、を備え、
　吸熱用減圧部は、回路切替部が冷却用蒸発器へ冷媒を流入させない冷媒回路に切り替え
ている際であって、かつ、予め定めた条件が成立している際に、内部熱交換器の出口側の
低圧冷媒が気液二相状態となるように絞り開度を調整する冷凍サイクル装置である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、請求項３に記載の発明では、空調装置に適用される冷凍サイクル装置であって、
　冷凍機油が混入された冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、圧縮機から吐出され
た冷媒の有する熱を熱源として空調対象空間へ送風される送風空気を加熱する加熱部（１
２、１２ａ、１２ｂ、２０）と、加熱部から流出した冷媒の気液を分離してサイクルの余
剰冷媒を蓄える気液分離部と、気液分離部から流出した高圧冷媒の流れを分岐する分岐部
（１３ａ）と、分岐部の一方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（
１５ａ）と、冷却用減圧部にて減圧された冷媒を送風空気と熱交換させて蒸発させる冷却
用蒸発器（１６）と、分岐部の他方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる吸熱用減
圧部（１５ｂ、１５ｃ）と、吸熱用減圧部にて減圧された冷媒を熱源流体と熱交換させて
蒸発させる吸熱用蒸発器（１８、１８ａ）と、冷却用蒸発器へ冷媒を流入させる冷媒回路
と冷却用蒸発器へ冷媒を流入させない冷媒回路とを切り替える回路切替部（１４ａ、１４
ｂ）と、を備え、
　冷却用減圧部は、冷却用蒸発器の出口側の冷却用冷媒の冷却用温度（Ｔ１）の変化に対
応する冷却用冷媒の冷却用圧力（Ｐ１）の変化を示す線が、予め定めた冷却用特性線（Ｃ
Ｌ１）に近づくように、絞り開度を変化させるものであり、
　吸熱用減圧部は、吸熱用蒸発器の出口側の吸熱用冷媒の吸熱用温度（Ｔ２）の変化に対
応する吸熱用冷媒の吸熱用圧力（Ｐ２）の変化を示す線が、予め定めた吸熱用特性線（Ｃ
Ｌ２）を近づくように、絞り開度を変化させるものであり、
　冷却用特性線（ＣＬ１）および吸熱用特性線（ＣＬ２）は互いに異なっており、
　さらに、冷却用温度（Ｔ１）および吸熱用温度（Ｔ２）が予め定めた基準温度（ＫＴ２
）より低くなっている範囲では、吸熱用圧力（Ｐ２）が冷却用圧力（Ｐ１）および冷媒の
飽和圧力よりも高くなっている冷凍サイクル装置である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　また、請求項４に記載の発明では、空調装置に適用される冷凍サイクル装置であって、
　冷凍機油が混入された冷媒を圧縮して吐出する圧縮機（１１）と、圧縮機から吐出され
た冷媒の有する熱を熱源として空調対象空間へ送風される送風空気を加熱する加熱部（１
２、１２ａ、１２ｂ、２０）と、加熱部から流出した冷媒の気液を分離してサイクルの余
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剰冷媒を蓄える気液分離部と、気液分離部から流出した高圧冷媒の流れを分岐する分岐部
（１３ａ）と、分岐部の一方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる冷却用減圧部（
１５ａ）と、冷却用減圧部にて減圧された冷媒を送風空気と熱交換させて蒸発させる冷却
用蒸発器（１６）と、分岐部の他方の冷媒流出口から流出した冷媒を減圧させる吸熱用減
圧部（１５ｂ、１５ｃ）と、吸熱用減圧部にて減圧された冷媒を熱源流体と熱交換させて
蒸発させる吸熱用蒸発器（１８、１８ａ）と、高圧冷媒と吸熱用蒸発器から流出した低圧
冷媒とを熱交換させる内部熱交換器（１９）と、冷却用蒸発器へ冷媒を流入させる冷媒回
路と冷却用蒸発器へ冷媒を流入させない冷媒回路とを切り替える回路切替部（１４ａ、１
４ｂ）と、を備え、
　冷却用減圧部は、冷却用蒸発器の出口側の冷却用冷媒の冷却用温度（Ｔ１）の変化に対
応する冷却用冷媒の冷却用圧力（Ｐ１）の変化を示す線が、予め定めた冷却用特性線（Ｃ
Ｌ１）に近づくように、絞り開度を変化させるものであり、
　吸熱用減圧部は、内部熱交換器の出口側の低圧冷媒の低圧側温度（Ｔ３）の変化に対応
する低圧冷媒の低圧側圧力（Ｐ３）に変化を示す線が、予め定めた低圧側特性線（ＣＬ３
）に近づくように、絞り開度を変化させるものであり、
　冷却用特性線（ＣＬ１）および低圧側特性線（ＣＬ３）は互いに異なっており、
　さらに、冷却用温度（Ｔ１）および吸熱用温度（Ｔ２）が予め定めた基準温度（ＫＴ３
）より低くなっている範囲では、低圧側圧力（Ｐ３）が冷却用圧力（Ｐ１）および冷媒の
飽和圧力よりも高くなっている冷凍サイクル装置である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　高温側流量調整弁２４は、高温側水－冷媒熱交換器１２の水通路から流出した高温側熱
媒体のうち、ヒータコア２２へ流入させる高温側熱媒体の流量と高温側ラジエータ２３へ
流入させる高温側熱媒体の流量との高温側流量比を連続的に調整する電気式の三方流量調
整弁である。高温側流量調整弁２４は、空調制御装置６０から出力される制御信号によっ
て、その作動が制御される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　ヒータコア２２の送風空気流れ下流側には、ヒータコア２２にて加熱された送風空気と
冷風バイパス通路５５を通過してヒータコア２２にて加熱されていない送風空気とを混合
させる混合空間５６が設けられている。さらに、ケーシング５１の送風空気流れ最下流部
には、混合空間５６にて混合された送風空気（空調風）を、車室内へ吹き出す開口穴が配
置されている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　蒸発器温度センサ６２ｅは、室内蒸発器１６における冷媒蒸発温度（蒸発器温度）Ｔｅ
ｆｉｎを検出する蒸発器温度検出部である。空調風温度センサ６２ｆは、混合空間５６か
ら車室内へ送風される送風空気温度ＴＡＶを検出する空調風温度検出部である。
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【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　また、空調制御装置６０は、冷風バイパス通路５５を全開としてヒータコア２２側の通
風路を閉塞するように、エアミックスドア５４の作動を制御する。また、空調制御装置６
０は、その他の各種制御対象機器についても、適宜その作動を制御する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　また、空調制御装置６０は、冷房モードと同様に、送風機５２の制御電圧（送風能力）
を決定する。また、空調制御装置６０は、ヒータコア２２側の通風路を全開として冷風バ
イパス通路５５を閉塞するように、エアミックスドア５４の作動を制御する。また、空調
制御装置６０は、その他の各種制御対象機器についても、適宜その作動を制御する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
　高温側熱媒体回路２０では、高温側水－冷媒熱交換器１２にて加熱された高温側熱媒体
が、高温側流量調整弁２４を介して、ヒータコア２２へ流入する。ヒータコア２２へ流入
した高温側熱媒体は、エアミックスドア５４がヒータコア２２側の通風路を全開としてい
るので、室内蒸発器１６を通過した送風空気と熱交換して放熱する。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　また、空調制御装置６０は、冷房モードおよび暖房モードと同様に、送風機５２の制御
電圧（送風能力）を決定する。また、空調制御装置６０は、暖房モードと同様にヒータコ
ア２２側の通風路を全開として冷風バイパス通路５５を閉塞するように、エアミックスド
ア５４の作動を制御する。また、空調制御装置６０は、その他の各種制御対象機器へ出力
される制御信号についても適宜決定する。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７０】
　具体的には、内部熱交換器１９は、高圧側冷媒通路を流通する冷媒と低圧側冷媒通路を
流通する冷媒とを熱交換させる熱交換器である。高圧側冷媒通路を流通する冷媒は、水－
冷媒熱交換器１２の冷媒通路から流出した高圧冷媒である。低圧側冷媒通路を流通する冷
媒は、室外蒸発器１８から流出した冷媒であって、合流部１３ｂの冷媒流出口から流出し
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た低圧冷媒である。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５７】
　従って、冷房モードの冷凍サイクル装置１０では、圧縮機１１から吐出された高温高圧
の冷媒が、室内凝縮器１２ａへ流入する。冷房モードでは、エアミックスドア５４が冷風
バイパス通路５５を全開として、室内凝縮器１２ａ側の通風路を閉塞している。このため
、室内凝縮器１２ａへ流入した冷媒は、殆ど送風空気へ放熱することなく、室内凝縮器１
２ａから流出して室外熱交換器１２ｂへ流入する。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２６３】
　従って、暖房モードの冷凍サイクル装置１０では、圧縮機１１から吐出された高温高圧
の冷媒が、室内凝縮器１２ａへ流入する。暖房モードでは、エアミックスドア５４が冷風
バイパス通路５５を閉塞して、室内凝縮器１２ａ側の通風路を全開としている。このため
、室内凝縮器１２ａへ流入した冷媒は、送風空気に放熱して凝縮する。これにより、送風
空気が加熱されて、送風空気の温度が目標吹出温度ＴＡＯに近づく。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０４】
　また、第１～第３、第５実施形態の冷凍サイクル装置１０では、高温側水－冷媒熱交換
器１２の冷媒通路の出口から分岐部１３ａの冷媒流入口へ至る冷媒流路にレシーバを配置
している。また、第５実施形態の冷凍サイクル装置１０では、レシーバは、内部に流入し
た冷媒の気液を分離して、サイクルの余剰液相冷媒を貯える気液分離部である。第５実施
形態の冷凍サイクル装置１０では、室外熱交換器１２ｂの冷媒出口から分岐部１３ａの冷
媒流入口へ至る冷媒流路にレシーバを配置してもよい。
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